
1. はじめに

シミの原因はメラノサイト（色素細胞）がつく
るメラニン色素である。メラニン色素は紫外線の
エネルギーを吸収して皮膚細胞のDNAが傷つく
のを防ぐ大切な役割を担っているが、長年紫外線
を浴びつづけていると局所的に過剰なメラニン色
素が生成されるようになり、美容上問題になるこ
とがある。

シミができるのを防ぐ最も有効な方法は何と言
ってもサンスクリーン剤による紫外線防御である
が、知らず知らずのうちに浴びた紫外線でシミが

でき始めると薬用美白化粧品の出番となる。シミ
はメラニン色素の過剰な生成と沈着が主な原因で
あるため、薬用美白化粧品にはメラニン生成抑制
作用と皮内に沈着したメラニン色素を垢といっし
ょに速やかに皮膚外部へ排泄する作用が必要とな
る（図1）。

2.  シミ予防有効成分（医薬部外品主剤）
の作用メカニズム
これまでに厚生労働省が承認したシミ予防の有
効成分（医薬部外品）の一覧を示す（表1）。
先ず、美白剤（シミ予防の有効成分）のターゲ

薬用美白化粧品の現状と将来像

安藤 秀哉*1

F E A T U R E

01

■図1  シミの原因と基本的な解決策
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ットは、シミの原因メラニン色素をつくる“メラ
ノサイト”、メラノサイト刺激因子を放出する“ケ
ラチノサイト（角化細胞）”、メラニン色素の受け
渡しをする“メラノサイト＆ケラチノサイト”、
皮内に沈着したメラニン色素を皮膚外部へ排泄す
る“表皮”に大きく分けられる。中でも、多数の
美白剤がターゲットとする“メラノサイト”に
おいては、メラニン生成酵素“チロシナーゼ”の
活性を抑制するタイプの美白剤が数多く存在す
る。チロシナーゼは酸化反応を触媒する酵素であ
り、その他のメラニン生成過程も酸化反応である
ことから、代表的な抗酸化剤であるアスコルビン
酸（ビタミンC）及びその誘導体はメラニン色素
の生成を抑制する作用を持つ。また、チロシナー
ゼが基質チロシン（メラニン色素の原料となるア
ミノ酸の一種）と結合する活性部位には銅イオン
が2個配位されていてメラニン生成の酸化反応を

触媒するが、銅イオンのキレート作用があるコウ
ジ酸とエラグ酸はこの結合を邪魔してメラニンの
生成を抑制する。さらに、ベンゼン環を持つチロ
シンとよく似た化学構造を持つアルブチン、ルシ
ノール、4-MSK、ロドデノール（使用者約90万人
のうち約2万人（約2％）に白斑が発症して2013
年に回収）はチロシナーゼとチロシンの結合を競
合阻害（拮抗阻害）作用により阻害をしてメラニ
ン生成を抑制する。一方、チロシナーゼ量を減少
してメラニン生成を抑制するタイプの美白剤も存
在する。リノール酸はユビキチン・プロテアソー
ムシステムによるチロシナーゼの分解を促進し1）

（図2）、マグノリグナンは糖タンパク質であるチ
ロシナーゼの糖鎖修飾を抑制してチロシナーゼを
未熟な状態にして分解経路へと誘導し 2）、いずれ

もチロシナーゼ量を減少してメラニンの生成を抑
制する。

■表1 シミ予防の有効成分（医薬部外品主剤）一覧表
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